
コ
ロ
ナ
禍
で
の
今
後
の
経
済
対
策
と

�

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
道
路
除
草

保
苅　

浩
（
翔
政
会
）

�　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る

た
め
、
行
政
の
力
強
い
経
済
対
策
が
必

要
と
考
え
る
。
令
和
３
年
度
予
算
編
成

で
、
経
済
の
回
復
や
中
小
企
業
の
雇
用

の
維
持
と
事
業
継
続
支
援
に
向
け
た
施

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

中
小
企
業
な
ど
に
寄
り
添
う
伴
走

型
の
支
援
を
丁
寧
に
進
め
る
と
と
も
に
、

設
備
投
資
の
支
援
な
ど
、
国
や
県
と
も

連
携
し
、
経
済
活
動
の
再
興
を
後
押
し

す
る
施
策
を
展
開
す
る
。

�　
　

住
民
が
地
域
の
道
路
の
除
草
を
含

め
た
美
化
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
や
道
路
の

維
持
管
理
の
持
続
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
道
路
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

を
見
直
し
、
市
民
協
働
に
よ
る
道
路
美

化
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。道路アダプトプログラム参加団体の活動の様子

　
　

市
民
団
体
な
ど
か
ら
幹
線
道
路
の

歩
道
の
清
掃
や
美
化
活
動
を
行
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
連

携
で
き
る
手
法
を
研
究
し
て
い
く
。

新
潟
東
港
の
オ
ン
ド
ッ
ク
レ
ー
ル
構
想
と

�

重
度
知
的
障
が
い
者
へ
の
支
援

平
松　

洋
一（

翔
政
会
）

�　
　

オ
ン
ド
ッ
ク
レ
ー
ル
構
想
は
、
現

在
、
Ｊ
Ｒ
黒
山
駅
と
旧
藤
寄
駅
間
で
運

行
し
て
い
る
鉄
道
を
新
潟
東
港
の
コ
ン

テ
ナ
ヤ
ー
ド
ま
で
つ
な
ぐ
も
の
で
あ
る
。

埼
玉
県
と
群
馬
県
か
ら
港
を
使
用
し
た

い
と
の
要
望
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
構
想

実
現
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

新潟東港コンテナターミナル

　
　

オ
ン
ド
ッ
ク
レ
ー
ル
の
実
現
に
よ

り
新
潟
東
港
の
利
便
性
・
拠
点
性
向
上

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、

引
き
続
き
、
県
と
連
携
し
、
新
潟
東
港

の
利
用
促
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

�　
　

重
度
知
的
障
が
い
者
の
保
護
者
か

ら
、
安
心
し
て
預
け
る
こ
と
が
で
き
る

施
設
が
な
い
と
い
う
悲
痛
な
声
を
聞
い

て
い
る
。
本
人
と
保
護
者
家
族
の
救
済

を
考
え
、
重
度
知
的
障
が
い
者
を
対
象

と
す
る
入
所
施
設
を
市
内
に
増
設
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　

現
在
、
県
と
協
議
し
て
お
り
、
施

設
入
所
サ
ー
ビ
ス
提
供
量
の
増
が
可
能

と
な
っ
た
際
は
、
社
会
福
祉
法
人
へ
協

力
を
依
頼
し
、
国
に
も
働
き
掛
け
た
い
。

市
民
の
命
を
守
る
防
災
情
報
の

�

新
た
な
伝
達
手
段
の
導
入

栗
原　

学
（
翔
政
会
）

�　
　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
お
よ
び

土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
有
す
る
秋
葉
区

矢
代
田
地
域
の
住
民
か
ら
、
現
代
の
気

密
性
の
高
い
住
宅
内
で
は
大
雨
な
ど
の

際
に
、
防
災
無
線
が
聞
こ
え
に
く
い
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
が
増
加
す
る
中
で
、
行
政

は
災
害
時
に
あ
ら
ゆ
る
情
報
伝
達
手
段

を
用
い
て
市
民
の
命
を
守
る
べ
き
で
あ

る
。
燕
市
な
ど
で
導
入
し
て
い
る
防
災

無
線
の
内
容
を
電
話
で
容
易
か
つ
確
実

に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
本
市
で

も
防
災
無
線
が
聞
こ
え
に
く
い
地
域
に

限
定
す
る
な
ど
し
て
導
入
す
べ
き
で
は
。

　
　

防
災
行
政
無
線
電
話
確
認
サ
ー
ビ

ス
は
、
本
市
で
は
発
災
時
に
市
民
の
必

要
な
情
報
が
地
域
に
よ
り
異
な
る
た
め
、

広
域
で
の
対
応
に
は
伝
達
に
課
題
が
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。
近
隣
市
町
村
で
の

導
入
効
果
を
見
極
め
な
が
ら
、
区
域
な

ど
を
限
定
し
た
、
迅
速
か
つ
必
要
な
情

報
伝
達
が
可
能
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
育
て
支
援
の
充
実
と

�

官
製
談
合
事
件
後
の
秋
葉
区
づ
く
り

東
村　

里
恵
子

（
翔
政
会
）

�　
　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
不
安
な
環
境
に

置
か
れ
た
妊
娠
中
の
女
性
や
子
育
て
中

の
パ
パ
・
マ
マ
は
多
く
、
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
人
と
の
触

れ
合
い
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
今
こ
そ

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
」

の
さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

重
要
な
子
育
て
支
援
事
業
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
新
潟
市
を
目
指
し
、

必
要
な
方
に
必
要
な
支
援
が
行
き
届
く

よ
う
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

�　
　

秋
葉
区
の
里
山
は
憩
い
の
場
と
し

て
愛
さ
れ
、
移
住
・
定
住
の
場
と
し
て

も
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。
官
製
談
合

事
件
の
反
省
を
生
か
し
な
が
ら
、
里
山

の
魅
力
の
発
信
と
特
色
あ
る
区
づ
く
り

を
推
進
し
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

力
を
高
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

区
の
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
に
つ
な

が
る
よ
う
、
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
磨
き
上

げ
と
情
報
発
信
を
強
化
し
、
人
材
育
成

や
活
躍
の
場
づ
く
り
な
ど
に
も
努
め
る
。

園
芸
作
物
導
入
へ
の
打
開
策
と

�

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用

水
澤　

仁
（
翔
政
会
）

�　
　

稲
作
単
作
の
経
営
か
ら
園
芸
作
物

の
導
入
な
ど
の
複
合
農
業
へ
の
転
換
を

推
奨
し
て
い
る
が
、
生
産
者
は
高
く
売

れ
る
米
を
多
く
作
り
た
い
と
の
思
い
が

強
く
、
高
齢
化
や
人
手
不
足
、
ノ
ウ
ハ

ウ
が
な
い
、
高
額
な
設
備
費
が
必
要
な

ど
の
理
由
で
二
の
足
を
踏
ん
で
い
る
。

現
状
の
打
開
策
と
課
題
を
伺
う
。

　
　

機
械
・
施
設
の
共
同
利
用
の
整
備

へ
の
支
援
、
栽
培
が
不
安
定
な
期
間
の

定
着
促
進
支
援
、
販
路
拡
大
の
取
り
組

み
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

園
芸
生
産
へ
の
転
換
を
推
進
し
て
い
く
。

�　
　

平
成
30
年
６
月
に
学
校
教
育
法
な

ど
が
改
正
さ
れ
、
補
助
教
材
で
あ
っ
た

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
、
教
科
課
程
の
一

部
で
紙
の
教
科
書
に
代
え
て
使
用
可
能

と
な
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用

と
導
入
へ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　
　

国
は
令
和
３
年
度
に
小
学
校
高
学

年
と
中
学
校
の
一
部
教
科
で
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
を
提
供
す
る
実
証
研
究
事
業
を

予
定
し
て
お
り
、
本
市
も
活
用
し
た
い
。

（
教
育
長
）

●デジタル教科書
　紙の教科書の内容の全部をそ
のまま記録した電磁的記録であ
る教材のこと。
　拡大表示、書き込み、書き込
んだ内容の保存・表示などがで
きるだけでなく、機械音声読み
上げ、背景色や文字色の変更・
反転、漢字にルビを振るなど、
特別な配慮を必要とする児童・
生徒などにとって学習上役立つ
機能も有している。

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
支
援
策
と

�

移
住
促
進
の
新
た
な
取
り
組
み

荒
井　

宏
幸（

翔
政
会
）

�　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
外
食
に
不
安

を
感
じ
る
方
に
も
安
心
し
て
利
用
し
て

も
ら
え
る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
商
品
を
多
く

の
飲
食
店
が
作
っ
て
お
り
、
東
区
で
は

購
入
を
後
押
し
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
実
施
し
て
い
る
。
各
区
で
も
地
元
飲

食
店
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
応
援
す
る
取

り
組
み
を
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
地
域
の
お
店

応
援
商
品
券
発
行
事
業
や
Ｇゴ

ーｏ
Ｔト

ゥ
ーｏ

Ｅイ

ー

ト

ａ
ｔ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
地
元
飲
食
店

＆
地
域
交
流
応
援
事
業
な
ど
の
実
施
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

�　
　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
地
方
回
帰

な
ど
の
移
住
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。

本
市
は
こ
れ
ま
で
も
移
住
希
望
者
へ
の

情
報
発
信
を
行
っ
て
き
た
が
、
よ
り
効

果
的
に
移
住
促
進
を
図
る
た
め
の
新
た

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

国
で
計
画
し
て
い
る
地
方
創
生
テ

レ
ワ
ー
ク
交
付
金
の
活
用
は
、
関
係
部

署
や
県
と
連
携
し
た
体
制
づ
く
り
に
努

め
、
移
住
促
進
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

中
原
市
長
の
政
治
姿
勢
と

�

市
民
病
院
の
経
営

串
田　

修
平

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

�　
　

市
長
の
任
期
４
年
の
折
り
返
し
に

な
る
が
、
こ
の
２
年
間
は
無
難
に
こ
な

し
て
き
た
と
思
う
反
面
、
中
原
カ
ラ
ー

を
も
っ
と
出
さ
な
い
と
「
意
気
込
み
が

感
じ
ら
れ
な
い
」
と
の
声
が
聞
こ
え
て

く
る
が
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
の
か
。

　
　

本
市
を
取
り
巻
く
社
会
や
暮
ら
し

方
の
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
「
活
力

あ
る
拠
点
都
市
新
潟
」
「
都
市
と
田
園

が
調
和
す
る
新
潟
」
の
実
現
を
目
指
し

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

�　
　

市
民
病
院
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
病
床
確
保
に
よ

る
減
収
な
ど
も
あ
り
、
本
年
度
の
決
算

は
、
昨
年
度
の
赤
字
額
の
14
億
円
を
上

回
る
見
込
み
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
後
、

累
積
赤
字
の
悪
化
に
よ
り
、
２
～
３
年

で
債
務
超
過
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

そ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

感
染
症
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

成
果
の
あ
っ
た
昨
年
度
後
半
の
取
り
組

み
を
再
現
し
、
早
期
に
収
支
改
善
を
図

り
債
務
超
過
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め
る
。

（
病
院
事
業
管
理
者
）

新型コロナウイルス感染症への対応で
も重要な役割を果たす新潟市民病院

▼
一
般
質
問
者
は
25
人
で
す
。
質
問
項
目

は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼


の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が

な
い
答
弁
は
全
て
市
長
答
弁
で
す
。

一
般
質
問
の
要
旨

新潟市議会FB 検索

にいがた市議会だより 2令和３年（2021年）２月７日

●新潟市議会Facebookでは、議会日程などの市議会の情報を発信しています。


